












































































































































回答141人 ① ② ③ ④ ⑤
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
無回答 1 1%
特にそう思う 59 42% 32 23% 9 6% 14 10% 9 6%
そう思う 54 38% 60 43% 30 21% 40 28% 25 18%
どちらでもない 15 11% 32 23% 53 38% 42 30% 44 31%
そう思わない 12 9% 16 11% 41 29% 37 26% 48 34%













回答141人 ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
無回答 2 1%
特にそう思う 41 29% 0 0% 15 11% 14 10% 96 68%
そう思う 77 55% 9 6% 47 33% 61 43% 40 28%
どちらでもない 20 14% 55 39% 45 32% 38 27% 3 2%
そう思わない 3 2% 69 49% 27 19% 24 17% 1 1%





































































回答141人 ① ② ③ ④ ⑤
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
無回答 5 4%
特にそう思う 59 42% 43 30% 18 13% 29 21% 17 12%
そう思う 57 40% 76 54% 66 47% 49 35% 63 45%
どちらでもない 16 11% 18 13% 37 26% 29 21% 33 23%
そう思わない 4 3% 4 3% 20 14% 31 22% 26 18%





回答141人 ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
無回答 1 1%
特にそう思う 64 45% 4 3% 4 3% 1 1% 113 80%
そう思う 64 45% 33 23% 33 23% 12 9% 26 18%
どちらでもない 11 8% 61 43% 30 21% 38 27% 1 1%
そう思わない 2 1% 42 30% 57 40% 72 51% 1 1%

















































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
評価 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
１ 1 1% 27 19% 29 21% 15 11% 20 14% 45 32% 7 5%
２ 14 10% 85 60% 97 69% 87 62% 68 48% 82 58% 36 26%
３ 89 63% 28 20% 11 8% 32 23% 50 35% 14 10% 91 65%
４ 37 26% 1 1% 2 1% 5 4% 3 2% 0 0% 7 5%
５ 0 0% 0 0% 2 1% 1 1% 0 0% 0 0% 0 0%
無回答 1 1%
図６　履修後の表現能力の変化
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Ⅲ．前の質問から、「以前と比べて一番変化を感じた項目を選び、なぜその
ような変化が現れたと思うのか、その原因を述べなさい。どうしても一つ
にしぼれない場合は、複数の番号について記入することも可能」という質
問について、自由記述をさせた。
　結果は、表６、図７である。
表６　表現能力の変化を一番に感じた項目
①リズミカルに動くこと 5 4%
②動きを覚えること 15 11%
③動きを考えること 80 57%
④考えを動きで表すこと 9 6%
⑤イメージやアイデアを描くこと 12 9%
⑥音楽に合わせて踊ること 12 9%
⑦グループのリーダーになること 7 5%
無回答 1 1%
合計 141
図７　表現能力の変化を一番に感じた項目
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①リズミカルに動くこと
◦多くの経験を積むことで、ダンスができるようになったから。
◦何度も踊ることで、ダンスの楽しさに気づくことができたから。
②動きを覚えること
◦音楽に合わせて振りを自分で考えることによって、動きの覚え方のコツ
を自然とつかむことができ、動きを覚えることも可能となり、ダンスが
楽しくなったため。
◦他のグループの振付を見る中で、幼児に適した動きを知ることができ、
余裕を持って振付を覚えることができるようになった。
③動きを考えること
◦子供の運動機能の特徴がわかるようになったので、各年齢の目安がわか
り、適した動きがスムースに考えることができるようになった。
◦自分たちで考えたり、発表を見たり、フォークダンスを学んだりするこ
とで、動きのヴァリエーションが増えて、それらを次に取り入れたり、
発展させることができたから。
◦簡単な振りでも、隊形を変えたり、手の動きを加えたりすることで難易
度を変えることもできるなど、動きの展開を学ぶことができて、振りを
考えるのが簡単に感じた。
④考えを動きで表すこと
◦グループで踊っていくうちに、どうしたら上手に踊れるか、子供だった
らどう踊るか、年齢的にふさわしいかなど考えられるようになった。
◦以前はただ歌詞に合わせて動いていたが、イメージが広がるようになど
も考えていかなければいけないことに気付き、以前より難しく感じた。
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⑤イメージやアイデアを描くこと
◦15回の授業で振りを考え、他者の発表を見ることにより、イメージなど
が膨らみ、様々な振りを考えられるようになったから。
◦童謡や子供の歌によく触れて、曲の感じや歌詞からのイメージをつかみ、
身体で表現する力が身についたと思うから。
◦リズムや音に合わせた動きを考えることを優先していたが、歌詞の内容
を理解して、表現できるようになったから。
⑥音楽に合わせて踊ること
◦沢山の曲を授業で踊って、ゆっくりの曲にも速い曲にも慣れることがで
きたから。
◦出来るようになった達成感を味わることができ、楽しく踊れるように
なったから。
◦1つの音楽から、対象年齢によって、いろいろな振付や表現方法の違い
が分かり、音楽に合わせて踊る楽しさを知ったから。
⑦グループのリーダーになること
◦以前はリーダーになることに抵抗があったが、まとめることのやりがい
を感じることができて、一番変化したと思う。
◦グループの話し合いを一部の人が進めてしまい、参加していない人もい
て、やや難しくなったと感じた。
松　村　朋　子
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５．【まとめ】
　今回の「保育内容指導法（表現）」を授業の前後のアンケート調査によっ
て、学生の身体表現に対しての意識と、受講後の自己評価について、以下
のことが明らかになった。
①運動することやダンスをすることが好きな学生が半数以上で、嫌いな学
生は10％程度であった。しかし一方で、動きを考えたり、振付をしたり
することが好きと回答した生徒は少なかった。身体を動かすことが好き
でも、ダンスを創作することに抵抗があると回答した生徒も半数近くい
た。
②ダンスの創作に関しては、踊りを考えることが苦手、振付の方法がわか
らないと回答した生徒が半数近くを占めている。どうやってダンスを作
りあげていったらよいのか、創作の基本的な方法論を授業内で明確にし
て、繰り返し習得させていく必要があると感じた。
③15回の授業では、選曲、歌詞や曲調からイメージを膨らませる、グルー
プ分け、振付、発表、評価と反省、ノート記述を繰り返し行った。その
結果として、動きを考えたり振付したりすることが好き、抵抗がないと
感じる生徒の割合が急増し、どのように振付したらよいのか悩む生徒が
減ったのは、15回の経験が大いに生きたと言える。
④共同で振付することは楽しいと多くの学生が感じていたため、一人でで
はなく、グループで振付することが適していると思われる。今回は、授
業ごとに違った学生とグループを作るようにしたため、クラスを超えて
仲良くなり、知り合いが増えたという感想も多かった。ただ一方で、コ
ミュニケーション能力が不足していると、よく知らない学生や前向きで
ない学生がグループにいると、意見が出ずに進行が遅くなるという難し
さを改めて感じている生徒もいた。これらは、提出された授業ノートの
授業の感想欄からも伺えた。
⑤15回の授業で、自分の表現運動の能力が変化したことを多くの生徒が感
じており、その理由を「何度も同じような流れを繰り返し経験したこと」
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としている。選曲、グループ分け、振付、発表といった決まった流れを
繰り返すことで、段階を積み上げて、ダンス作品を作り上げていく過程
を習得していったのである。また、振付して楽しかった達成感から、ま
た次の曲を楽しく振付したいと思うようになり、達成感が次の動機づけ
にもなっていったようである。短い作品でも自分たちで考えたという自
信をもたせることが、振付は楽しいという思いを生んだといえる。
⑥「身体表現の豊かな保育士になるため」には、ビデオをみる、繰り返し練
習する、恥ずかしがらずに踊る、他のグループの真似をするといった方
法を回答していたが、学生が思いつく方法論は、授業で全て行われ、そ
の効果も大いに得られていたことがわかる。
　以上のことから、15回の授業によって、多くの学生が自らの身体表現の
能力を向上することができ、それは繰り返し創作を行うことで習得された
ということが明らかになった。何度も繰り返すことで、恥ずかしさが軽減
され、歌詞やイメージから動きをつかめるようになり、楽しさが次の創作
の原動力となる。反復の多い授業が、生徒が創作の流れを習得する役割を
果たしていることが、結果に表れていた。
　また、一方で、消極的な学生とグループを組んだ時にどう対応するかと
いったコミュニケーション能力を高める内容を、どのように取り入れたら
よいのかが課題であると感じた。
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